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明治初期の小新聞にあらわれた

談話体の文章

進　藤　咲　子

1　はじめに

　1．1　明治初期に行なわれた談話体の文章

　いわゆる普通文や君文一三文が出現する以前．明治の初期には新らしい文体

を模索しながらも（注の，現実には，江戸時代から受けつがれた，いくつかの文

体が行なわれていた。もちろん書きことばといえば交語文であり，当時この王

座を占めたものは，漢文書き下し体の文章であった。一方，戯作系統の文体も

江戸文学の伝統を背景にして盛んに行なわれていた。また，廊告や欝簡文など

には候文体が用いられた。

　このように，暴きことばは，当時の話しことばとはかけはなれていて，言文

一致とはおよそ縁遠い存在のものであった。その中にあって微々たる勢力では

あったろうが，話しことばに基づいた交体が行なわれていた。この文体で書か

れたものは，池上禎造氏が指摘されたように嘩2），やや特殊な，或は啓蒙的な

意味のものに多い。たとえば，開化ものと呼ばれる一群の響i：物から，一例をあ

げると，明治6～7年にかけて刊行されたカi藤祐一の「文明開化」（？k　3）は，つ

ぎのような書き出しであり，江戸時代の心学道話にみられる（注4）ような形式を

とっている。

　　　　　　でう　　おこた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ござ

　　御社中方，定日怠りなく御出で，感心な事でムる，今月は，別して御連中も多いに

　依って，文明開化といふ事を説きましよう

　簗者の調査した小新聞もまた，話しことばに基づいた文章でつづられている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらせものが多い。たとえば，読売新聞の発刊第！号（明7．葺．2）の票告の欄に，次

ぎの社告がでている。

　　このしん　　　　し　おんなこども　　　　　　　　　　ため　　　　　ことがら　だれ　　　　　わか　　　　　　かい　　　　　つもり

　　此薪ぶん紙は女童のおしへにとて為になる事柄を誰にでも分るやうに書てだす旨趣
　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　みムちか　ためになる　　　　　　　　はなし　　　　　　したレめ　お　な　　　ところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よせ　でございますから耳近い有益ことは文を談話のやうに認て御名まへ所がきをしるし投

　　　　　　　　　　　　　　　　57



　ぶみ　ひとへ　ねが

　書を偏に願ひます（・は変体がな。以下同様）

記事もだいたい，こういつた調子で書かれている。女こどもに読ませるのだか
　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな

ら，文を談話のようにしたためてほしい（明治10年・11月17日の新聞からは，談

しはなし　　　　　　　　　　　　はなし話が俗話に変っている。）と，わざわざ断ったところに，談話のような文章の特

殊性が，うかがわれるわけである。また，つぎのような例も散見する。

　　ありすがはせいたりそうとく　　　　たツ　　　ぶん　みな　　　　　　　　　やす　 やう　はな　　　なに　　　　　め

　　有栖川征討総督よりお達しの文を皆さんへわかり易い様に話しに直してお目にかけ

　ます（読売　明10．3．10）

　　o
　これらの文章は，ひろい意味では口語交といえようが，雷文一致運動以後に

しだいにつくられた今日のロ語誌（ta　5）と区別するために，仮に，談話体とよん

でおく。

　今あげた開化物や小新聞の流れとは別に，洋学をおさめた先覚者たちの問に

は，国語の甚だしい書文不一致に気づいて，その不自由さを克服するために，

雷と交とを一致させようとする考えが台頭してきた。なかセこは，それを実践に

うつした学者もあった。たとえば，加藤弘之の真葛大意（明3刊），西周の百

一新論（明7刊），清水卯三郎の，ものわりのはしご（明7刊）などが，それ

である。用語は，多分に生硬さを免れがたいが，ござる形式や，である形式の

：交体を用いている。この先覚者たちの運動は，国家の富強や教育の普及など，

もっぱら実用的必要からのものであった（決6）。文学面では，西洋文学の影響や，

それに，口語：文の基盤である東京語の形成などがあいまって，明治20年に言文

一致の文体をみるおけである。

1．　岩淵悦太郎氏はかって，　rこの時代は交体摸索時代ともいえよう」と誕されたこ

とがある。

池上顧造氏「明治初期の文章」言語生活（昭27．3）

明治文化全集　第2G巻所収

真下三郎氏「道話の言語学的性格」心学1巻（昭16）所収

国語学辞典「口語文」

山本正秀氏「圏語史よりみた現代H本文学の成立」国語と国文学（昭25．4）

　1．2　小新聞について

　明治の初期は，新聞が発足したばかりの時代である。当時，新聞に二つの系

統があった。一つを大新聞という。今一つは，さきに述べた小新聞である。大
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新聞は漢文書き下し体で書かれた論説を主としたもので，当時のインテリを読

者対象としていた。権威があり，本格的新旧と目されていた。小新聞は主とし

て巷悶のニューズなどを平易な文章でつづったもので，庶民（とくに婦女子）

を読者対象としていた。

　肝斑の教育は，学制がしかれるまで（明治5年）寺子屋で行なわれ3～4歳

ごろ入門し，一般に教育期闘は2～3年（注1）（女子はさらに短い）のものであ

ったから，おそらくふりがなをたどって読むような貧しい読書能力しかもって

いなかったろうと推察されるQ

　このような人々を対象に，爾のこらない娯楽よみものとして新聞を発行した

こと，記者たちが大衆の好みをよく知っていたこ≧，読者の側からいえば，記

者の中に．，江戸からのなじみの戯作者が多くいたことなどが，やさしい文章と

谷まって，小新聞は庶民に歓迎されたようである。

　明治初期の代表的小新聞は，読売新聞，東京絵入新聞，仮名読新聞（明10．　3．

16かなよみと改題）の三紙である。（注2）（以下略して，読売，東京絵入，仮名読

とする。）これらは明治7～8年に相ついで発刊されている。それ以前，橋本貫

一の開知新報（明2．　4）や東京仮名書新聞（明6．1）前島密の「まいにちひらがな

しんぶん」（明6．2）が啓蒙酌意図をもって発行されたが，内容が堅苦しかった

り，かなばかりで，かえって読みにくかったりの難点があり，一般に歓迎され

ず短時日のうちに廃刊になった。

　筆者は，この調査の資料に，上に述べた読売，東京絵入，仮名売の三紙を用

いたので，以下，この三胎について調査した事項（注3）を記しておこう。

　　〇三三小新聞（読売，東：京絵入，仮名書）の編集者と記者（明治10年遅の調査である。）

　　読売の編集長は英学者鈴木田正雄である。彼は，他新聞の記事などから推して名声

　の高い編集長だったらしい。柴田畠畜，子安峻の「英和字彙」を手伝った人である。

　おそらく，言文一致の問題についても関心をもっていたろうと考えられる。高畠藍泉

　や饗庭笙村が記者として活躍していた。東京絵入は，編集長が国学表前田夏繁（新聞

　小説の始祖といわれる「金之助話」を書いた。）で，認者に二世春水染崎延房がいた。

　仮名読は，仮名垣魯交とその弟子たちが拠った旧聞である。

　　○体裁（明治10年現在での調査）

　　縦33センチ，横22センチほどの小型4ペーージ建ての内聞である。斉唱薗3段からな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おふれ　　　おふれ　　　はたし　　　しんぶん　　なげ
　り，1段28～30行詰，1行24字訟である。紙面梅成｝よ，官令（公聞），雑報（新聞），投
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ふみ　　　よせふみ　　　　　　　　　ひろめ

書（寄書），絹場，広告の欄に分れている。東京絵入は，2～3面に挿絵がある。

　○発行部数

　陽治11年の同書局年報記載の年間発行部数（明1G．7～11．6）から推定すると，読売

2万2千，東京絵入6千，仮名書は5千となる。読売の発行部数は，大新聞の代表的

存在であった東京日日新聞よりも発行部数が多かったのである。

　○読まれた地域

　各紙とも4面の下等に売捌所を掲載してある。それによると，東京を中心として男

主一円，それに大坂，神戸，名古屋，静岡などで主として読まれたようである。

　当時，読売は真藤熱こして親切，東京絵入は華麗にして愛矯あり，かなよみは酒落

にして軽妙，といわれた（注4）。読売，策京絵入，かなよみと次第に晶格が下り，かな

よみは，花柳記事の元祖となった（注5）。このように三哲ともそれぞれ特牛をもってい

たわけである。

1．　「近縫の国語教育」文部省刊行　園語シリーズ17

2．　　ノj、野秀凝垂氏：F＄オミ新号疑発達史」　（大正13．3）

3．　主として用いた参考文献

　（1）小野秀雄氏「1ヨ本新聞発達史」（大正13．3）

　（2）　　伊藤勲三禽慈氏　　「新艮鴇五十年史」　（昭18．4）

　（3）伊藤整氏「日本文壇史」1巻（昭29．10）

　（4）西照長寿氏「新聞雑誌の発達」魍語と国交学（昭30．10）

4．　小野秀雄氏「臼本新聞発達史」106　pに野晴左文翁の言として引用されている。

5．　小野秀雄氏「H本新隔発達史」

　筆者は，上述した，読売，東京絵入，仮名読三小新聞の談話体で書かれた交

章について，（1）話しことば的特徴，（2）記事文としての傾向，（3）表記，の三つの

面から考察することにした。紙面の都合上，②と（3）は，一つ二つの特徴をあげ

るにとどめた◎

　主として使用した資料と年代は，明治10年2～3月の読売，東京絵入，仮名

読の三紙と，明治10年2月24日の東京日歩新聞である。読売，東京中置は，東

大四治文庫蔵のものを，東京絵入と仮名読は，国立国語研究所蔵のものを用い

た。小新聞の談話体の文章は，読売についてみると，発刊当初（明治7年11月）

から，明治13～14年ごろまで，だいたい同じ割合で用いられている。筆者が明

治10年をえらんだのは，国立国語研究所蔵のものが，この年のこの月のものだ

ったからで，他に特劉な理由はない。
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2話しことば的特徴について

　2．1　文末表現について

　談話体の文章の特徴が，とくに文末表現に強くあらわれていることはいうま

でもない。

　　あらかじめ断っておくが，小新聞の文章は，そのすべてが，談話体で書かれている

　わけではない。官令欄には，布告をそのまま写して，候文体や漢文書ぎ下し体のもの

　が多い。記者の筆になる雑報や，読詣からの投諏こは，「なり，けり」式の丈語体の

　ものも少なくない。こころみに無作為抽出法によってえらんだ7臼分について，雑報

　投書をコミにして，談話休，文語体の繋念を行倒で調査した結果，談男体の文章は，

　読売に85％，東京絵入に67％，仮多読に63％含まれていることが分った。

　　なお，無作為にえらんだ7H分は，つぎのものである。（東京絵入と仮名読は，欠

　号があるので，門脇に一連番号をうって操作した。）

　　　　　　　　　　　　　　　号数と月H

　　号・
　　　jl　H

新聞名

1

号撞 間隔

2

辱

　3　　1　4

号　　　号

ls
圃　1朋闘朋

6

号月日

7

号i朋
読売16331…i・3’・巨7639｝・1・1　・・21・・　・・1…1・・　・・1・蜘1651！…

棘絵入・9綱497ト・・｝…1…4・・21・・　231…ト27団・・1151・1…

仮名劃2821・・｝・96i・・2・1・。・｝・・12國・・15｝・1・1・・2／・1・i・・2・1・21・…

　では，その文末表現は，具体自転にどういうことばが用いられていただろうか。

上記の7日分について調査を行なった結果を記述する。

　読売は，調査文数294文のうち，ます体154文（52％），だ体105文（36％），

であります体26文（9％），ござります体9文（3％）の4種類であり，丁寧表

現が多く用いられていた。（64％）

　東京絵入は，調査文数177文のうち，ます体79文（45％），だ体70文（40％），

であります体17文（9％），です体7：文（4％），ございます体3文（1．5％），ござ

ります体1文（0．5％）の6種類であり，読売と同じく丁寧表現が多く用いられ

ていた。（60％）

　仮名読は調査文数371交のうち，だ体243文（65％），ます体87文（24％），で

あります体25文（7％），です体7文（2％），である体5：文（1％），ゲス体2文
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（0．5％），ござる体2交（（）．　5％）の7種類であり，常体表現が，読売や菜京絵入

より多かった。（ここでは，三小新聞の比較が日的でないから多くはふれない。）

　だ体にはつぎのものを含めたQ（なお，文末が，「～といふ」の形などで終るもの

は談話体に含められるか，うたがわしいが，女中衷現に談話体形式が用いられているも

のは，ここに含めた。）

だ止め
　　いま　　めいぎやうしんし　　ぶつくさこごと

　　今に明教新誌が仏臭叱陀をいふだろう（かなよみ　IB　10．3．21）

名詞止め（形容動詞語幹を禽む）
　　このごろ　　ふじるし　　　このさとばか　　　　とうげん　　べっせかい

　　此頃の不印にも此廓計りは桃源の別li：夢轟（仮名読　明10．2．8）

用言止め
　　じぶんひと　　　　くちすぎ　　で　き　　　　　　　　　　　なさけ

　　口分独りの早早が出来ないとはまア惰ない（東：京絵入　明10。2．27）

　　　　　　　　　　　　　　○
感動詞止め
　　おほさかにツばう　　　　しんせいだいととくしゅツちやうきょく　　　　　　な　　ごくもん　　　　　　　　　　　てがな　　とゴ

　　大駁日報へも「新政大都督出張煽」といふ名で樂首にするといふ手紙が届いたとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　なん
　　ふが何とマア（読売　iPt　1．O．3．17）

　なお，文中にあらわれた（1）常体，丁寧体の用法をみると，三小野闘とも常体

衷現が圧倒爵勺に多く80％以上を占めていた。また㈲文語体の表現についてみる

と4％（読売）～10％（東京絵入，仮名読）あらわれていた。

　ωの例
　　　　（ママ）
　　えいたいばま　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　し　　　　　　をり　　　　おまにり　　とめ　　　　　　　　　　　　　　じつ　　これ　　　　ごま

　　永代橋からドソブリ遣らふと為たのを折よく巡査に止られたさうだが実に是では園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　りませう　　（東京絵λ　　明10．2．27）

　（2＞の例

　　しっくわ　　いた　　　　　　　　　　　　　ケしとめ　　　　　　　　　　しょほばく　　　　せったう　　　　　　あ

　　失火に至らんとするを消留たる所壱ケ断捕縛する窃盗壱人で右り升た（かなよみ

　　明10。3．21）

　文末が，だ体のもので，紅中表現に丁寧体を酔いたものが，まま見られたQ
　　やけば　　　くぎ　　ひろ　　　　　　　　はな　　　　ゐ

　　焼場で釘を扮ひながら噺して居ましたがナソのことだか（東京絵入　明10．2．27）

　今みてきたように，文末表現は不統一である。また，用例は省略するが一つ

の記事の中でも，：文末蓑現が統一されていないものが多い。

　次に東京語の形成，ならびに日語文の成立を考察するにあたって，重要な地

位を占める，「です」「であります」「である」について，小新聞での用法を記

述しておこう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　62



○です

　東京語の形成については．待遇表現の変化による，です，ますの使用の一般

化があげられる。（1｝　1）明治初年の，ます，ですの使用率の多少，用法の広狭に

ついては，すでに中村通夫氏の指摘されたところである。蝕2）（ますが使用率

が多く，用法も広かった。）小新聞における使用率も，すでに述べたように，こ

れと同じ結果があらわれている。

　小新聞の「です」は，つぎのように耀いられている。
　　ひと　　だい　じ　　たゴこエろ　　おきどこ　　　　かんよう

　　人の大事は唯心の置所うが肝要です（仮名読　明10．2．24寄書）
　　　　　撫　くび　はね
　　そんなら我の首を刎うと霞はれたそうです（仮名読　明10．2．24）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　かんぷく　　あま　　　し　　　　　　　　　　　い　　　あるひと　　　　　　　とうしょ

　　感服の余り知らせると霜ふ或人からの投書でした（東京絵入　明10，2．27）

　江戸ことばの「です」は，明治の近くまで，終止形一形しか使用されていな

いが小新聞には，終止形以外の活用形があらわれている。　（湯沢幸吉郎氏は，

「江戸番葉の研究」に，幕末の用法として，でしよ，でしの形をあげておられ

る。使用者は芸妓，遊女である。）しかし，小新聞の「です」は，ある限られた

階級の会話としてでなく，上にあげたような文章の用語として登場していると

ころに，丁寧体としての現代約用法がみられる。とくに2番勲こあげた例は，

論説釣な文章の用法である。なお仮名読（明10．3．24）に，です体の三門：がある。
　　たと　　　　ほくかいだう　　はて　　　ま　　　　けん　　いへ　　な　　あれの　　　　　　いへ　　た　　　　　　　　となり　　　　　いへ　　ふえ

　　讐へば北海道の果に未だ一軒も家の無い嘘野などへ家を建て追々に隣〉と家が殖
　　ますだう　り　　　　ぼたこれ　　おな　　　　　　　　こと

　　升道理です又是に潤じゃうな事ですが～

　投轡者の名か，：文中に引用した燈歌の作者名かはつぎりしないが，風也坊と

ある。妾時のですことばのニュアンスを知る上にも階暦や年齢などを知りたい

ところである。

○であります

　であります体は，口頭語としては，明治の初期に，演説のほか，洋学帯生や

開化先生に特徴約に用いられた例がみえる。Gll　3）小新［i｛＝1では，

　　ロきて　　ぶに　　　　　　　　　　　　　　ほとけごエる　ひと　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　もの

　　触る鬼があればこんな仏心の人があるとは世はさま《／な物であります（爽京絵入

　　！YJIO．2。13）
　　じゅんてんどう　おほかたかた　　なら　　　　　　ありましょ

　　願天堂と大方肩を並べるで有升う（仮名読　明10．3．15）

のように粛きことばとして用いられている。2．2の調査セご用いた東京fi日の祉

説の漢文書き下し体の，たとえば「学バント欲スル乎」という雷いまわしを，
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　　　　　ま　ね　　　き　　あり
仮名読で「真似る気で有ますか」と，であります喬葉に言いかえている。これ
　　　　　　　　　　　　　o
セこは，でありますが特徴的に用いられているのだが，この内容は，多分セこ論説

酌なものである。こんなところがら，当時の「であります」雷葉の口頭語にお

けるニュアンスがうかがえる。

○である（「である」を談話体に含めるのは，現代の用法からみると，問題があろうか

と思われる。しかし，当時，会話書に用いられており，また，一部の人の口頭語として

用いられた報告があるので，ここに含めた。）

　　さな　いき　くわそうあとこ　あっ　　左も無いと生ながら火葬に逢ふ処ろで有た（仮名読　明10．2．8）
　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●

文中をこは，たとえば，

　　じんしん　　たいせつ　　こエうえ　　　　　　　こと　　ある

　　人阪の大節を心得るからの事で有のに（仮名読　明10．2．24）

のように用いられている。

「である」は幕末からオランダ語のZilnや英語三sの訳語として用いられた。

安政7年ごろからの会話書（「商用通語（安政7）」「英語箋（：万延元）」）など

に用いられ，このことから西洋婦みの一部時人に迎えられ，その口頭語に載る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おたっし　　　　てつだうりやうこぎ
こととなったようである。（注4）読売の明治7年！1月22Bの公書欄の鎮道寮御津
そく

則は，である体で謁かれている○

　　　こ　にもつ　　そん　　　　　にぬし　　うけもち　　　たゴてつどうりやラ

　一，小荷物は損じても祷主の請持ゆゑ只学道寮にてはステーションよりステーション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　あひだ　おく　　　　　　　　　あ
　　　までの間を送るばかりで有る
　　　　　　　　　　　り　　　みぎちんせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと　　　　もちこみくばり　　だい　　べつ

　　　：右賃銭はた父蒸気車でおくるだけの事にて持込醜達の代は別だ
　　　　　　り　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　まへにいふちんせんならび　　てつゴぎなど　どこの　　　　　　　　　　　　おなじ

　一，前条賃銭並に訴続等は各ステーションでも岡である
　　　　　　　　　　　　●
　おそらく，この原文となった磁心は，漢文書き下し体か，候三体を用いたの

ではないかと想像される。大新聞の東京日印こ，同じものが原：文で掲載されて

いないかと，その前後の日付まで見たが見当らなかった。

　「である」はその後明治20年代に文学面に用いられ，30年代に一般文章に用い

られるようになって，今艮の文章語としての隆盛をみることになるわけである。

（注5）

　なお，その他文末表現の一二の特徴をあげておこう。

終助詞

　小新聞には，「か，よ，さ，な，ねえ，ぞ，ね」などの終助詞が，しばしば
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用いられている。

　　おほだわけ
　　大痴漢ではありませんか（東京絵入　明王0．2．13）
　　　　　　の　　なほおそ　　　　したが　　れうけん　　あり

　　猶畏れて銀ふ了簡で有ますか（仮名読　明IG．2．24）

　　　　　　　　　　　　　●　　きふば　　よう　　じつ　　こま　　こと

　　急場の用に実に困る事がございますよ（東京絵入　明10．2．23）
　　くも　　つか　　くちがるれん　　こま　　もの　あっま　　　　　やっかい

　　雲を禰む口軽連の闘り着が集るのは厄介サネ（かなよみ　明10．3．21）
　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●

旧いさしの形，三三約な用法
　　ほか　　　　きやく　さに　　　　　　　　　　　　これ　　モのすぢ　　うった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いムとし

　　外のお客の障りになるので是も其筋へ訴へられたといふがどれも〉三年をして

　　（東京絵入　明10，3．1）
　　　にんたい　　　　　　ことば　　　　　　とんちんかん　　　　とウ　　　　　　なか　　　　　　　　　　　たいさう　おとこ　あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くち　　五人体からお需葉がチト頓今月ゆへ取あげが無つたそうだが大壮な男で有ます口は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　（かなよみ明10。3．24）

　話しことばは，蒔きことばに比較すると，終助詞や，雷いさしの形，補充的

な用法のあらわれることが，特徴としてあげられる。（注6）小新聞も上にあげた

ように，話しことばの特徴約用法が取り入れられているのである。

　1．　松村明氏「東京語の成立と発展」涯戸語東京講所収（昭32．4）

　2．　申村通夫氏「ですの語史について」東京語の野梅所収（昭23．11）

　3．　中村通夫氏「であります門葉」東京語の性格田圃（昭23．11）

　4．5．　幽本正秀氏「デアルの沿革」橋本博士国語学論集開明（昭19．10）

　　　なお，この交献に島村抱月等がデアルを浜需用と呼んでいたと記されている。

　6。　中村通夫氏「談話のことばと放送のことば」言語生活（昭26．11）

　2．2　用　語

　小新聞の談話体の用語（少し広い意味をもたせ，言いまわしの一部を含めた。）

について，たまたま大新聞の社説（漢文書き下し体の文章）を，小新聞で談話体

に書きなおしたものがあったので，それを比較考察してみることにした。調査

に用いたのは，大新聞の東京日日新聞の社説（明10．2．23）と，小新聞の仮名三新
　　とうけいにち〉しんぶん　　　　　　　　　　　がうしやせつわ　け

聞の東京日柄新聞干五百六十四号桂説和解（明10．2．24）である。（以下は，筆

者が文の長さ，用語，喬いまわしなどの比較によって，調査を進めているものの一部を

転用したものである。）

　しゃせつわ　け

　社説和解は，社説の用語を，談話体の文章の中に，こなすために，大溺次の

：方法を用いている。

　1．言㌔・thtSえ，　2．肖【1除，　3．挿入，
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　1．　謬i浅・カ・え

　これには，二つの：方法がある。

（1）本文は社説と同じ漢字語（ここでは漢字で表記された語）を用い，ふりが

　なによって言いかえを行なう。

（2）本交の漢字語そのものを変える

　①の例
　　いくさだうぐ　　おほうでまへ　　お　か　み　　おかみ　　　　　　てだて　　さぐり　　だいぜうふ　　　は　か　りごと　　はつみ　　ばかもの

　　柔　器，大技鰯，大政府，朝廷，（お）術，探訪，大英才，奇策妙計，時機，竪子，
　　めんくらは
　　隔着せやう（社：説繊着セソ）

　（2）の例（社説左，二三和解右）

　　　　　　　　　　　　　　こ　　しん　　　　　　　　　　まし
　　否～イヤ，いやいや。維新～御一新。況ソヤ～況て。活然～のんこのしやア。嘗テ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　まへかた　　　　　　かるはつみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めいど　　ひと　　　　　かんがへ
　　～二方。軽シク～軽浮に。是レ豊～是ハソレ。九原ノ人～冥土の人。蓋シ～考る
　　　　　　　　　　　　　しゅずつな　　　　　　しば　　ばか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てつ　　あにいたち
　　に。門下二縛致セソノミ～珠数繋ぎふん縛る計り。再有干貢ノ徳～十哲の兄貴達。
　　　　　ハ　　　　　　　じゅしや　　　　　　　　　ゆ　やさんぱつじよ　　　　　　　　　　　　　　　　　もう　し

　　腐儒～屍っびり儒者．浮説～湯屋散髪所のはなし。瓶靱～孟子。故二～だからウ所
　　　　　　いわれ　　　わ　けがら
　　以ノ者～所以，所以柄。

　これらは，つぎのように分けてみることもできる。

　a．H常語な用いた類
　　いくきだうぐ　　　おかみ　　　こ　　　しん　　まし

　　兵　器　朝廷　御一；新　況て（社説況ヤ）　だから（故二）　など

　も．卑語を用いた類
　　　　　　　　　　　しば　　　　　へ　　　　　　　じゅしや
　　のんこのしやア　ふん縛る　屍つびり儒着　など
　　　　　　●
　c．人名など固有名詞について，世間に通っているものを用いた類
　　　てつ　　あにいたち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいつないぜっ　　やく

　　十哲の兄貴達ぐ晦有子貢ノ徒）孟子（孟靭）会津征伐の役（東征ノ役）など

　漢文書き下し体には，特有の副詞や接続詞が用いられるが，それが，ほとん

ど話しことばに瞳：されているのは，当然のことであろう。

　（和語と漢語の二合をみると，社説和解は，和語411，漢語く～字でも音よみがあれ

　ば，漢語とみなした＞84であった。社説，和譲301，漢語203であった。偲れも自立語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　だう　り　　　せちケん　　むほんにん　　ふだん　　　ゐ　ば
　のみの調奮である。社説和解の漢語は，道理，大方，軽率，平常，威張るなど，きわ

　めて日常語化したものである。社説の舞語は，期チ，恐ラク，田ク，見倣ス，携フな

　ど硬い表現のものが多かった。なお，社説瀦解は，仮名壇魯文，社説は福地源一郎の

　筆になるものと推定される。）

　2．　藩士（社説左，社説和解右）　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　やうす
　　挙動国崎テ～挙動二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なん　　おこ
　　何二閃テ而シテ起ラソヤ～何で起りますか
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　　此レが前トナリ～先陣となり
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　み　　ところ

　　児ル所ヲ以テスレパ～見る所では

　傍線の語は漢文脈に，しばしば用いられる語であるQこれらは実質的な意味

を持たずに，文の調子を整えるのに用いられる場合が多い。削除しても意味の

上には変化がなさそうに思える。

　3．挿入

　社説和解に，新たに挿入された語句には，

　①俗語卑語の挿入
　　ゐ　ば　　　　　　おそ　　　　　　　　　おほあにい　　なんぼ　　　きやつら　　　　　　　　　そこ

　　威張った争恐れながらラ大兄貴ラ醜方．彼奴等，接続講の而で　など

　（2）一般三三に耳なれない語に説明を加えるための挿入。たとえぽ，社税の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうぼ　　　　し　ゐざる　　　　　　　あかひげ　　　けらい　　　　か
　　シーザルバカピトルニ死セズを，羅馬の「四位猿」といふ赤盤は家来の「官

　　びとる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　費取」に殺されず　のように。

　（3）会語文の挿入

　　そのとぎ　　　　　　せ　　はら　　かへ　　　　　　　　　　　　　　かま　　もの

　　其時にやア背に腹は換られねへ。ナンノ構ふ者か　など

　　　　　　　　　あ　エめつはうなが　　　　　　み　た　さ　んさつごたいくつ

　社説瀦解の終に，鳴呼滅方長かった門弟±人薩五体思とある。もちろん祉説

にはない。これにいたっては，戯作者根性まるだしである。

　　　　　　　　　　　　　3　記事の傾向

　記事の傾向として，とくに嘱立った二つのスタイルがある。一口にいえば，

一方の傾向は報道的であり，他方は戯作約である。

　報道的傾向をもった例，

　　みなみ　せぎ　　　　　　　　　　　ょ　　でんばう　　　そく　　やまか　　　す　　はし　　　　　ぐん　　すす　　　　　いツて　　　　ぞく

　　南の関より昔一摂の夜る電報に～賊は由鹿を捨て〉｛三り～官軍が進んで～一」三に～賊
　　　な　い。て　わいふ　を　　　　｝，がへい　そく　　　監舟　つか　翼あ
　　を追ひ一手は隈麿へ～追ったとあり～我兵は～賊のために～烈しく突れ～引揚げた
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　ハい　　　ふそく　　　　　　とりはから　　　たの

　　が兵が不足ゆえ～取計ひを頼むとあり～（読売　明10．3．24）
　　　　の　　　へいたい　　　　くり　こ　　　　　な　　　　　　　　　　　あんどうもゆうけいし　　　　しゅつもよう　　　　　　　　　　　　ふうコでん

　　～兵隊は～繰返みに成ツたといひ安藤中警視が～繊張されるといふ風聞があり～
　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　ざのふとうけい　ちゃく　　　ところ　　　　だ　　　　オぽほや　つなよし　　　かんさう

　　昨日菓京へ着した所まで出した大山綱良は～監倉へ入れられました（読亮　翠玉G．
　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　　3．24）

　上の例は，電報で報せてきたものを「～とあり」の形で続けていく方法であ
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　　　　　　　　　　　　　　　　ふうぶん
る。下の例は，～といひ，～といふ風聞があり，のように「～といひ」で，文

をつづけていく方法である。もちろん，上，下両形まじり合ったものもある。

「～と」が受ける文相互には何の関聯性もない。紙面と時間の制約が，こうい

う型を作ったのだろう。この型は．現代新聞の，「文章としてはダラダラつづく

が，読過の印象としては単文の連続の感を与える並列の文章」と似ている。（注1）

こういう客観鵠報道の型は，とくに読売の戦争記事にみられた。この種のもの

には，つぎのように，取材に忠実なものもみえるのである。
　　これ　　　　さざ　　きのふ　　　　　　　　　　　　ほか　　しんぶん　　　　ねい　　　　　　　　あ

　　是から先は昨潟のきxこみと外の新聞から抜たのとが有ります（読売　明10．3．2）
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　．

長い交では，185：文節のものもあった。（明10．3。7のもの）

　社会記事：（情話，嘘嘩ラi美談など）は，小説と事実の中間をいくような書き

方である。当時は，時，場所，人物などをぼかす戯作的習俗があった。（注2）そ

の戯作的傾向のものから例を引こう。

　　つきぢやなぎほら　　　なかの　た　　　　　　　うち　　どうぎよにんざたかはぎ　　　　　　めい　　　　　　　　　　　　　　　　　　さぎごろまで

　　築地擁原町の中野太一郎の宅の同居人北川儀八郎の姪おみぎ（十八）は：先頃迄は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べったく　　　　　ゐ　　　　びやうさ　　で　　　　　　　　ぎ　　　　　ところ　ひぎと　　　　　　　　　　　　びやうき　　おも

　　～別宅をして居たが病気が鐵たので～儀八郎の所へ引取られたけれど～病気も重り
　　　うち　　　で　　　ぎ　　かえ　　　　　　　　　　　　しんぱい　　　　　ゐ　　　　　　おんな　　しがい　　　　　　　　　ぎ　　　　　ひきあげ　　　み

　　～家を出た切り帰らないから～心配して居ると～女の死骸があると聞き～引揚て見
　　　　　　　　　　　　い　　　こと　　　　　　かあい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　もの

　　ると～おみきであったと言ふ事だが可憐さうに～ドソブリ遣った物と見えます（東

　　京絵入　　fl弓　IO．2．13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　おみきの行動は帰らないまでである。引揚て見たのは叔父のようである◎可
あい

憐そうにからは，記者の言である。66文節の文であるが，「が，ので，けれど，

と，や」や中止法が用いられ，長たらしく曲折して，しまりがない。この種の

社会記事には，203文節のものもあった。（東京絵入　明10．2．13）とくに，東京

絵入には，こういつた傾向が多くみられた。記者の教翻的意見が加わって「早
　　　　　　　　　　　　　　　　みなさん　ごようじん
く二人とも心を改めればいいが」「婦女子も御用心なさいまし」と書きそえた

ものも，この種の記事に多いQ

　1，　波多野完治氏「新聞交章の心理学」規代文章心理学第三編　（昭25。12）

　2．　読売瓢聞から見た日本文化の80年（昭30．3）

4　表　記

すでに与えられた紙面もつきたので，簡単にルビについてだけ触れておこう。
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小新聞の文章は，漢字平がなまじり文であり，右側に総ルビが施されている。

本文の漢掌は5号活字であり，ルビは7号活字である。
　　ほんこうはごろもてう　　べんてん　　この　　　　　　　　しゅふく　　　　　　　けいだい　　がうかわ　　さくら　　すほんうゑつけ

　　本港羽衣町の辮天は此抵どから修覆にかかり境内の両測へ桜を数本植付ました（仮
　　　　　　　　　o　　　　　　●　　　　　　o

　　名読　明10．2．24）

このように，本文の漢字語（漢字を憶いて表記された語をさす。）の音や訓を（い

わゆる宛字や熟字訓を含む）あらわす一類がある。（これは，鬼板の漢字語のよみ

方を推定する好資料となるものである。）

　　ばかげ　　　　けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じんりぎしや　　ひい　　　く　ら

　　艶気た一件（東京絵入　明10．2．13）人力車を曳て活計す（東京絵ヌ、明10．2．27）
　　こんや　　　　　　　や　め　　かヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホニほたわけ

　　今夜はモウ廃止て帰らう（仮名読　明10．2．13）大痴漢ではありませんか（幻象絵入
　　　　　　　　　　　お　はり　　とめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　nBIO．2．13）巡益に止られたさうだ（東京絵入　明10．2．27）

このように本文の漢字語からいえば，ルビがその意味をあらわしている一類で

ある。読み下す立場からいえば，ルビ側が，よみの本体である。もっとも，上

記のうちあとの2例は，漢字の側でも読める。しかし文の調子からいうと落着

かない。

　つぎに，漢字語が本交としての権利を放棄して，文字遊戯的なものになり，

書き手の頓智の才をみせるといった式のものがある。次の例は，古今集の序文

の冒頭をもじって，爾南戦争を茶化したものである。

　　やまおとこ　　ひと　ふところ　あて　　　　　ようつ　ことがら　　　かぎつけ　　　　　　　か　　こきんしう　　ほ　し　が　き

　　山師男は人の懐を昌的にして万の事件をぞ嗅附にけると鹿の児禽醜の九州餓鬼にあ
　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　とを
　　る通りだが～（仮名読　明10．3．27）

　また，つぎのようなものもあるQ
　　ど　こ　　しんぶん　　みん　　いくさ　　こと　　みるかた　　みし　　　　　　　　め　　たこ　　い　か　　　　　　うる　　そう　　　　　　まし

　　何処の新聞も皆な戦争の事で潜客も耳にヲツト眼に蜻で烏賊にもお五月蠣ござい升
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　團　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　（響マ）
　　ふが（仮名読　明10i　3。24）

　とくに仮名読にみられる傾向である。全国新聞雑誌評判記（明治16年刊「明

治交化全集」17巻所収）に，魯文について，世の中にない熟字をならべると評

しているが，このようなものも含まれるのではないかと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふり
　小新聞のルビは，ほとんどが本交として読み下せるものばかりであった。傍
がなめあて　　　か　なよみ

訓鐵的の仮名読にかな違い（仮名無明10．3．7）とあるのをみても，ルビの側
　　　　　　　　9
で読み下すのがよみの本体だったのであろう。

　漢掌漢語オンリーの時代であったから，漢字漢語に縁のうすい人々には，ふ

りがなが必要であった。小新聞が総ふりがなであるのは，こういつた配慮があ
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つたものと思われる。また，この形式は江戸戯作の伝統でもあった。

5　おわりに

　小新聞の初期のものにあらわれた，このような談話体の文章は，それから4

～5年のうちに，「なり，けり」式の文語文に侵食されていく。談話体のもっ

とも多くあらわれた読売について調査したところでは，読売雑謬（社説に相嚢

する）や，外国通信（特派員の報道）などから，交語形式がひろがっていくよ

うである。この変化は，談話体の文章自体に問題があるのか（たとえば，記事

文として冗長である。敬譲表現がわずらわしい。高級な報道をするためには，

むずかしい用語を必要とするので，この文体では，ゆきたけが合わなくなる。）

または，一般庶畏（とくに婦女子）を対象として発行していたものを，さらに

読者膚を上層に拡大しようとしたため，より普逓約な文体をえらんだためなの

か，あるいは，書き手の側に，何らかの問題が生じたのか（たとえば新聞とし

て大新聞のような権威を持ちたい）このへんの事情は，明らかでない。

　明治30年代になって，今度は言文一致運動に繭激されて，三面記事や家庭欄

などに，ボツボツ一語：文記事があらわれるようになる。雷文一致にも何がしか

の貢献をしたであろう。（注工）この文体は，その時まで，新聞から，ほとんど姿

をみせなくなるのである。

　1．　由本正秀氏「国語史よりみた現代1ヨ本性学の戒立」国議と国文学（昭25．4）
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